
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　２０２５年２月１４日‬

‭たくさんのSmileをありがとう‬

‭「永明‬‭（えいめい）‬‭」‬‭が‬‭３２年の生涯を終え永眠しました‬

‭　　‬‭　　　　　　　‬

‭　ジャイアントパンダの「永明（えいめい）」が、２０２５年１月、‬‭３２年の生涯を終え安らかな眠りにつきま‬‭した。‬

‭　永明は１９９２年９月１４日、中国・北京動物園で生まれ、１９９４年９月６日に日中共同繁殖研究のため、アドベ‬
‭ンチャーワールドに来園しました。来園後、永明は「梅梅（めいめい）」との間に６頭、そして「良浜（らうひん）」‬
‭との間に１０頭、計１６頭‬‭の父親となりました。‬
‭　２０２３年２月、永明は娘の「桜浜（おうひん）」「桃浜（とうひん）」と共に中国・成都ジャイアントパンダ繁育‬
‭研究基地へと旅立ち、その後も専門スタッフのもとで手厚いケアを受けながら穏やかな日々を過ごしていました。‬

‭　しかし、２０２５年１月より倦怠感や食欲不振が見られ、獣医師飼育チームの懸命な治療が続けられましたが、最終‬
‭的には多臓器不全により永明は静かに旅立ちました。‬

‭　長年にわたり、永明の健康を支え続けてくださった成都ジャイアントパンダ繁育研究基地のスタッフの皆様、関係者‬
‭の皆様、そして永明を愛してくださったファンの皆様に、心より感謝申し上げます。‬

‭　永明の生涯は、ジャイアントパンダの保護と繁殖に多大な貢献を果たし、日中友好の架け橋としても重要な役割を‬
‭担いました。その功績は永遠に私たちの心に刻まれ、未来へと受け継がれていきます。‬
‭　永明の優雅な姿と温かい眼差しを、私たちは決して忘れません。どうか安らかにお眠りください。‬

‭　永明、長い間本当にありがとう。‬



‭＜献花台について＞‬
‭　永明を大切に思ってくださる皆様へ‬
‭　２月１５日（土）より、永明が長く暮らしたブリーディングセンターに献花台を設置いたします。‬
‭　永明との思い出を胸に、穏やかに手を合わせていただければ幸いです。‬

‭　なお、動物たちへの影響を考慮し、お供え物はお花のみとさせていただきます。‬
‭　皆様の温かいお気持ちに、心より感謝申し上げます。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭【ジャイアントパンダ「永明」について】‬
‭　出生日　　︓１９９２年９⽉ １４⽇‬
‭　出生地　　︓中国・北京動物園（１９９４年９月６日来園・２０２３年２月２２日中国へ帰国）‬
‭　‬‭性別　　　：オス‬
‭　死亡年月日：２０２５年１月２５日（土）‬
‭　享年　　　：３２歳　‬

‭【永明の功績】‬
‭●２００１年（当時９歳）に初めて自然交配に成功‬
‭●メスの発情に合わせて、交配まで持っていける能力を持ち、パークで生まれた１６頭の子どもの父親に‬
‭●一般的なオスの繁殖年齢が２０歳までと言われるなか、２８歳の時に自然交配で繁殖成功‬
‭●中国では、「永明」の精液で人工授精が行われ、１頭のオスが誕生しており、遺伝的多様性にも貢献‬
‭●これまでに「永明」の子どもたち１３頭が中国へ移動し、４頭が繁殖に成功し２０頭以上の子孫を残している‬
‭●２０１１年に和歌山県を全国へ発信したことが称えられ、「梅梅」「良浜」と共に和歌山県勲功爵の称号を授与‬
‭●２０１８年に種の保存に貢献したことが認められ日本動物大賞グランプリを受賞　‬
‭●２０２２年に日中国交正常化５０周年を記念し「中日友好特使」を拝命‬

‭　　　　　　‬‭来園したばかりの頃（２歳）　　　　　　　　　永明と結浜（当時０歳）　　　　　雪が降った日‬‭の永明（２０１７年）‬

‭　　　‬‭　　　　　　日々の健康チェック　　　日本で祝った３０歳の誕生日（２０２２年）　　　　　旅立ちの‬‭日（２０２３年２月）‬


